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１ 

　 

は
じ
め
に

　

中
央
防
災
会
議
の
試
算
に
よ
る

と
、
首
都
直
下
地
震
が
発
災
（
昼

12
時
の
ケ
ー
ス
）
し
た
際
に
は
、

首
都
圏
の
外
出
者
約
２
，１
０
０
万

人
の
う
ち
、
約
６
５
０
万
人
の
帰

宅
困
難
者
が
発
生
す
る
。
人
々
が

一
斉
に
帰
宅
を
開
始
し
た
場
合
、

大
量
の
徒
歩
帰
宅
者
や
都
心
部
等

の
滞
留
者
に
よ
っ
て
大
き
な
混
乱

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
、
応
急
活
動

の
妨
げ
と
な
っ
た
り
、
食
料
や
飲

料
水
、
ト
イ
レ
や
休
憩
場
所
等
の

不
足
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

よ
っ
て
、
首
都
圏
に
お
い
て
大
量

に
発
生
し
た
帰
宅
困
難
者
に
よ
る

混
乱
等
は
、
首
都
直
下
地
震
に
備

え
て
帰
宅
困
難
者
対
策
を
官
民
が

連
携
し
て
一
層
具
体
化
し
て
い
く

必
要
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

帰
宅
困
難
者
の
対
策
は
、
発
生

の
抑
制
か
ら
、
一
時
的
に
休
憩
で

き
る
施
設
の
拡
充
、
円
滑
な
徒
歩

帰
宅
の
た
め
の
支
援
な
ど
多
岐
に

渡
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
膨
大
な

数
の
帰
宅
困
難
者
等
へ
の
対
応
は
、

首
都
直
下
地
震
に
よ
る
多
数
の
死

傷
者
・
避
難
者
が
想
定
さ
れ
る
中

に
あ
っ
て
自
治
体
に
よ
る「
公
助
」

だ
け
で
は
自
ず
と
限
界
が
あ
り
、

「
自
助
や
共
助
」
も
含
め
た
総
合
的

な
対
応
が
不
可
欠
と
な
る
。
こ
れ

ら
の
対
策
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
に
は
、
地
方
公
共
団
体
、
企
業

等
が
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
だ
け
で

な
く
、
連
携
・
協
働
し
て
取
組
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

２ 

　 

帰
宅
困
難
者
に
つ
い
て

❶
発
生
の
要
因

　

地
震
発
生
直
後
に
は
、
鉄
道
や

道
路
等
の
交
通
機
関
の
運
行
停
止

お
よ
び
不
通
区
間
が
発
生
し
、
オ

フ
ィ
ス
街
や
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
繁

華
街
や
電
車
内
等
に
い
た
人
々
が

大
量
に
足
止
め
状
態
と
な
る
。
鉄

道
の
運
行
規
定
に
よ
る
と
、
震
度

５
弱
以
上
に
な
る
と
列
車
を
停
止

し
、
路
線
を
点
検
し
て
安
全
に
運

行
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
な
け

れ
ば
、
運
行
が
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
交
通
機
関
が
利
用

で
き
な
い
場
合
に
は
徒
歩
に
よ
る

手
段
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
が
、

遠
方
の
場
合
に
は
徒
歩
に
よ
る
帰

宅
も
困
難
と
な
る
。

❷
帰
宅
困
難
者
の
種
類

　

帰
宅
困
難
者
は
、
大
き
く
２
つ

に
大
別
出
来
る
。
１
つ
が
、
自
宅

が
遠
距
離
に
あ
る
等
の
理
由
に
よ

り
、
徒
歩
で
帰
宅
す
る
こ
と
を
諦

め
、
被
災
場
所
周
辺
に
滞
留
す
る

「
帰
宅
断
念
者
」
で
あ
る
。

　

も
う
１
つ
が
、
遠
距
離
に
あ
る

自
宅
を
目
指
し
て
被
災
直
後
か
ら

徒
歩
で
帰
宅
し
よ
う
と
す
る
「
遠

距
離
徒
歩
帰
宅
者
」で
あ
る
。ま
た
、

帰
宅
困
難
者
と
は
い
え
な
い
ま
で

も
、
近
距
離
徒
歩
帰
宅
者
も
滞
留

者
と
な
る
た
め
、
情
報
提
供
や
誘

導
の
対
象
と
な
る
。（
図
１
）

３ 

　 

被
害
想
定

　

平
成
16
年
度
横
浜
市
地
震
被
害

想
定
調
査
で
は
、
交
通
機
関
等
の

運
行
停
止
等
に
よ
る
帰
宅
困
難
者

数
を
平
成
10
年
度
に
実
施
し
た「
東

京
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調

査
」
及
び
平
成
12
年
国
勢
調
査
の

デ
ー
タ
を
用
い
て
、
約
44
万
人
と

想
定
し
て
い
る
。

※
帰
宅
困
難
者
算
定
の
た
め
の
考

え
方
（
図
２
）

東
京
都
（
１
９
９
７
）
で
設
定
さ

れ
た
条
件
を
用
い
た
。す
な
わ
ち
、

①
震
度
５
以
上
の
揺
れ
で
交
通
機

関
は
利
用
で
き
な
く
な
る
と
考
え
、

帰
宅
手
段
を
徒
歩
の
み
と
す
る
。

②
自
宅
ま
で
の
帰
宅
距
離
は
、
滞

留
し
て
い
る
所
在
地
と
帰
宅
先
の

市
区
町
村
庁
舎
間
の
距
離
と
す
る
。

③
帰
宅
距
離
が
10
㎞
以
内
で
あ
れ

ば
、
全
員
帰
宅
可
能
と
す
る
。

図１　帰宅困難者の種類
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④
帰
宅
距
離
が
10
㎞
〜
20
㎞
の
場

合
は
、
１
㎞
長
く
な
る
ご
と
に
帰

宅
可
能
者
が
10
％
ず
つ
低
減
し
て

い
く
も
の
と
す
る
。

⑤
帰
宅
距
離
が
20
㎞
以
上
と
な
る

場
合
に
は
、
全
員
帰
宅
困
難
と
す

る
（
宮
城
県
沖
地
震
の
事
例
で
最

長
20
㎞
以
上
の
徒
歩
帰
宅
者
が
い

な
か
っ
た
こ
と
に
基
づ
く
）。

４ 

　  

３
月
11
日
の
状
況

❶
首
都
圏
全
体

　

発
災
直
後
、
首
都
圏
の
鉄
道
は

全
線
で
一
斉
に
停
止
し
た
こ
と
で
、

多
く
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生
し
、

駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
混
乱
や
路
上

の
混
雑
、
大
規
模
な
交
通
渋
滞
も

み
ら
れ
た
。
首
都
圏
の
鉄
道
は
３

月
11
日
21
時
頃
か
ら
順
次
復
旧
し
、

間
引
き
運
転
で
は
あ
っ
た
が
、
３

月
12
日
昼
頃
に
は
お
お
む
ね
復
旧

し
た
。
国
や
都
県
、
区
市
等
に
お

い
て
行
政
庁
舎
や
公
共
施
設
等
を

帰
宅
困
難
者
の
た
め
の
一
時
滞
在

施
設
と
し
て
開
放
し
た
ほ
か
、
多

く
の
民
間
施
設
等
に
お
い
て
、
帰

宅
困
難
者
の
受
入
れ
が
行
わ
れ
た
。

　

三
菱
総
合
研
究
所
の
再
現
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
、
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
当
日

の
首
都
圏
で
の
帰
宅
困
難
者
の
状

況
は
、
当
日
帰
宅
を
断
念
し
た
人

が
約
２
６
０
万
人
、
遠
距
離
を
徒

歩
で
帰
宅
し
た
人
が
約
６
０
０
万

人
で
あ
っ
た
。

❷
横
浜
市

　

横
浜
市
は
、
防
災
計
画
の
な
か

で
、パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
国
立
大
ホ
ー

ル
及
び
横
浜
ア
リ
ー
ナ
を
帰
宅
困

難
者
の
た
め
の
一
時
宿
泊
場
所
と

し
て
指
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
区

本
部
長
は
主
要
駅
等
に
主
要
駅
等

対
応
班
を
派
遣
し
、
必
要
に
応
じ

て
、
公
共
施
設
等
に
帰
宅
困
難
者

の
た
め
の
一
時
宿
泊
場
所
を
開
設

す
る
と
し
て
い
る
。

　

３
月
11
日
に
は
、
実
際
に
職
員

を
主
要
駅
や
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
な

ど
の
一
時
宿
泊
施
設
に
派
遣
し
、

帰
宅
困
難
者
の
誘
導
や
対
応
を
行

い
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
展
示
ホ
ー

ル
で
約
８
，０
０
０
人
、
横
浜
ア

リ
ー
ナ
で
約
２
，３
０
０
人
な
ど
、

56
の
公
共
施
設
で
約
１
８
，０
０
０

人
を
受
け
入
れ
た
。
ま
た
、
把
握

し
て
い
る
だ
け
で
も
、
ホ
テ
ル
や

デ
パ
ー
ト
等
の
商
業
施
設
等
で
自

主
的
に
約
８
，０
０
０
人
を
受
入
れ

て
頂
い
た
。（
写
真
１
）

　

毛
布
や
水
な
ど
の
備
蓄
物
資
を
、

金
沢
区
の
備
蓄
倉
庫
か
ら
運
ん
だ

が
、
交
通
渋
滞
や
停
電
に
よ
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
停
止
等
に
よ
り
、

配
布
は
深
夜
に
ま
で
及
ん
だ
。

５ 

　 

今
後
の
対
策

　

帰
宅
困
難
者
へ
の
対
策
と
し
て
、

①
「
一
斉
徒
歩
帰
宅
の
抑
制
」、

②
「
主
要
駅
で
の
帰
宅
困
難
者
対

策
訓
練
の
実
施
」、
③
「
円
滑
な
徒

歩
帰
宅
の
た
め
の
支
援
」、
④
「
一

時
滞
在
施
設
の
拡
充
」、
⑤
「
九
都

県
市
と
の
連
携
」、
の
５
つ
に
分
け

て
整
理
す
る
。

❶ 

一
斉
徒
歩
帰
宅
の
抑
制

ア 　
「
む
や
み
に
移
動
を
開
始
し
な

い
」
と
い
う
基
本
原
則
の
周
知
・

徹
底

　

都
心
部
等
の
オ
フ
ィ
ス
街
や
繁

華
街
で
は
、
昼
間
人
口
が
非
常
に

多
い
。
交
通
機
関
が
停
止
し
た
場

合
に
こ
れ
ら
の
人
が
一
斉
に
徒
歩

で
帰
宅
す
る
と
、歩
道
が
渋
滞
し
、

混
雑
に
よ
り
負
傷
者
が
発
生
す
る

な
ど
危
険
性
が
高
ま
る
。
ま
た
、

一
部
の
人
が
車
道
に
あ
ふ
れ
出
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
救
急
活
動
や

緊
急
輸
送
等
を
阻
害
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

イ 　

安
否
確
認
手
段
の
周
知
、
企

業
等
に
お
け
る
安
否
確
認
体
制

　

帰
宅
困
難
者
に
な
っ
た
時
に
必

要
な
情
報
と
し
て
、「
家
族
や
親
戚
・

知
人
の
安
否
」、「
自
宅
周
辺
の
被

害
や
火
災
な
ど
の
状
況
」
な
ど
個

人
の
被
災
状
況
に
関
す
る
事
項
が

あ
げ
ら
れ
る
。

　

徒
歩
で
帰
宅
す
る
か
否
か
の
判

断
は
、
自
宅
の
状
況
や
家
族
の
安

否
を
確
認
で
き
る
か
、
自
身
が
安

全
で
あ
る
こ
と
を
家
族
に
伝
え
ら

れ
る
か
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
利
用

す
る
な
ど
、
災
害
時
に
家
族
間
で

の
連
絡
手
段
を
決
め
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。ま
た
、一
般
企
業
、

官
公
庁
向
け
に
、
安
否
確
認
シ
ス

テ
ム
が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
様
々

な
通
信
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
て
、
家

族
・
社
員
へ
の
緊
急
連
絡
、
安
否

確
認
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

ウ 　

企
業
等
に
お
け
る
従
業
員
等

の
一
時
収
容
対
策（
留
め
置
き
）

〈
企
業
・
学
校
等
に
お
け
る
備
蓄
等
〉

　

一
斉
帰
宅
に
よ
る
混
乱
に
伴
う

負
傷
等
の
危
険
性
や
、
自
宅
が
遠

距
離
の
従
業
員
や
学
生
を
考
慮
す

る
と
、
企
業
や
学
校
等
の
事
業
所

に
お
い
て
は
、
社
員
・
学
生
を
地

震
発
生
後
、
直
ち
に
帰
宅
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
交
通
機
関
の
マ
ヒ
を

前
提
に
、
し
ば
ら
く
施
設
に
留
め

置
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
場

合
、
食
料
や
飲
料
水
、
ト
イ
レ
パ
ッ

ク
等
を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
が
、
事
業
者
の
責
務

と
し
て
、
企
業
等
が
自
主
的
に
用

意
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
実

際
に
、東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、

地
震
に
備
え
た
備
蓄
物
資
の
調
達

な
ど
を
行
う
事
業
者
も
増
え
て
き

て
い
る
。

〈
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
〉

　

帰
宅
困
難
者
の
う
ち
、
高
齢
者

や
傷
病
者
は
ま
さ
に
救
護
す
べ
き

災
害
弱
者
で
あ
る
が
、
健
康
な
大

人
が
、
本
当
に
救
護
す
べ
き
被
災

者
と
呼
ぶ
べ
き
存
在
か
は
再
考
が

必
要
で
あ
る
。

図２　中央防災会議での帰宅困難者の定義写真１　３月11日のパシフィコ横浜
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特
に
、
市
内
が
被
災
す
る
よ
う

な
場
合
に
は
、
む
し
ろ
就
業
先
に

留
ま
り
地
域
救
援
活
動
の
戦
力
に

も
な
り
う
る
と
の
考
え
方
か
ら
、

都
心
部
に
留
ま
っ
た
帰
宅
困
難
者

に
つ
い
て
救
援
活
動
の
担
い
手
と

し
て
の
役
割
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

❷ 「
主
要
駅
で
の
帰
宅
困
難
者
対
策

訓
練
の
実
施
」

　

大
量
の
帰
宅
困
難
者
が
滞
留
す

る
横
浜
駅
等
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
周

辺
の
混
乱
を
防
止
す
る
に
は
、個
々

の
施
設
の
対
策
に
加
え
て
、
鉄
道

事
業
者
、
警
察
、
行
政
等
が
相
互

に
連
携
・
協
力
し
て
地
域
全
体
と

し
て
混
乱
を
防
止
す
る
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
内
だ
け
で
の
安
全

か
ら
地
域
全
体
の
安
全
へ
と
い
う

考
え
方
が
必
要
で
あ
る
。
主
要
駅

毎
に
区
、
警
察
、
鉄
道
事
業
者
及

び
周
辺
事
業
者
な
ど
が
参
画
し
た

連
絡
会
な
ど
の
体
制
作
り
や
、
合

同
の
帰
宅
困
難
者
対
策
を
想
定
し

た
訓
練
等
を
実
施
す
る
。

❸ 「
円
滑
な
徒
歩
帰
宅
の
た
め
の
支

援
」

　

❶
に
記
述
し
た
よ
う
に
一
斉
徒

歩
帰
宅
者
を
減
ら
す
対
策
を
推
進

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
一

方
で
、
鉄
道
の
復
旧
に
時
間
が
か

か
っ
た
り
、
家
族
の
安
否
が
確
認

出
来
な
い
場
合
な
ど
、
多
数
の
徒

歩
帰
宅
者
の
発
生
も
想
定
さ
れ
る
。

帰
宅
す
る
必
要
が
あ
る
人
、ま
た
、

企
業
等
に
所
属
す
る
人
で
も
数
日

間
都
心
に
留
ま
っ
た
後
は
整
然
と

帰
宅
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
徒
歩
帰
宅
支
援
の
た
め

の
対
策
を
実
施
す
る
。
そ
の
帰
宅

距
離
や
ル
ー
ト
も
一
人
ひ
と
り
異

な
る
た
め
、
様
々
な
支
援
が
必
要

と
な
る
。
で
き
る
だ
け
混
乱
を
避

け
る
と
と
も
に
、
徒
歩
帰
宅
中
の

疲
労
・
負
傷
等
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

一
時
的
に
休
憩
可
能
な
施
設
の
確

保
や
帰
宅
支
援
情
報
の
提
供
等
が

必
要
に
な
る
。

ア 　

日
頃
の
備
え
や
帰
宅
経
路
の

確
認
の
啓
発

　

外
出
先
で
地
震
等
が
発
生
し
て

帰
宅
が
困
難
に
な
る
場
合
を
想
定

し
、
徒
歩
で
の
帰
宅
や
一
時
的
な

避
難
に
備
え
て
必
要
な
物
資
等
を

準
備
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
職
場
に
は
ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど

の
歩
き
や
す
い
靴
や
携
帯
ラ
ジ
オ

等
を
用
意
し
て
お
き
、
周
囲
の
被

害
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
避
難

出
来
る
よ
う
に
し
て
お
く
。
普
段

か
ら
、
鞄
の
中
に
飲
料
水
や
携
帯

食
料
を
入
れ
て
お
け
ば
、
災
害
時

に
も
慌
て
ず
に
済
む
。

　

ま
た
、
職
場
や
学
校
か
ら
自
宅

ま
で
実
際
に
歩
い
て
み
て
、
災
害

時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
３
月
11
日

に
は
、
自
宅
に
帰
ろ
う
と
し
た
が

途
中
で
諦
め
て
帰
宅
困
難
者
に

な
っ
た
人
が
い
た
。
自
分
が
実
際

に
歩
け
る
距
離
を
把
握
し
、
危
険

な
場
所
等
を
想
像
し
て
お
く
こ
と

で
、
災
害
時
に
も
冷
静
な
判
断
が

可
能
に
な
る
。
今
後
、
一
時
滞
在

施
設
や
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

等
を
記
し
た
個
々
の
徒
歩
帰
宅

マ
ッ
プ
の
作
成
の
必
要
性
な
ど
を

啓
発
し
て
い
く
。

イ 　

災
害
時
帰
宅
支
援
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

　

徒
歩
帰
宅
者
に
対
す
る
水
道
水

や
ト
イ
レ
、
情
報
の
提
供
等
の
沿

道
支
援
に
つ
い
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
事
業
者
等
、
22
事
業

者
と
九
都
県
市
が
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。
支
援
を
行
う
予
定
の
店

舗
で
は
、ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
、

で
き
る
範
囲
で
支
援
を
行
う
予
定

で
あ
る
。（
図
３
）

　

な
お
、
一
都
三
県
で
は
協
定
を

締
結
し
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、

日
産
自
動
車
の
店
舗
に
お
い
て
も
、

コ
ン
ビ
ニ
と
同
様
の
支
援
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。（
図
４
）

　

東
京
大
学
大
学
院
の
廣
井
悠
助

教
授
の
調
査
に
よ
る
と
、
３
月
11

日
当
時
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
等
で
の
帰
宅
困
難
者
支
援
を
知

ら
な
か
っ
た
人
が
約
６
割
。
そ
の

内
の
約
８
割
が
「
次
回
は
活
用
す

る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

ウ　

情
報
伝
達
手
段
の
確
立

　

的
確
な
情
報
を
早
く
伝
え
む
や

み
に
移
動
さ
せ
な
い
こ
と
、
ま
た

混
乱
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
情
報
が
必
要
で
あ
る

か
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
誰
に
伝

え
る
の
か
、
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
混
乱
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
情
報
を
一
元
化
す

る
仕
組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

❹「
一
時
滞
在
施
設
の
拡
充
」

　

遠
方
か
ら
買
い
物
や
観
光
等
で

市
内
を
訪
れ
て
、
徒
歩
で
の
帰
宅

は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
々
に

対
し
て
は
、
一
時
的
な
休
息
や
情

報
提
供
の
場
が
必
要
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
人
々
を
一
時
的
に
収
容
し

な
け
れ
ば
、
路
上
が
混
乱
し
て
災

害
応
急
対
策
活
動
が
阻
害
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
。

ア　

一
時
滞
在
施
設
の
拡
充

　

横
浜
市
で
は
、
帰
宅
困
難
者
一

時
滞
在
施
設
と
し
て
、
本
市
施
設

や
、
国
の
施
設
を
選
定
し
、
更
に
、

主
要
駅
周
辺
等
の
施
設
が
不
足
す

る
地
域
で
は
民
間
施
設
や
商
業
施

設
の
協
力
を
得
て
、
災
害
時
の
避

難
者
等
を
受
入
れ
る
場
所
の
確
保

に
向
け
て
動
い
て
い
る
。
平
成
23

年
９
月
29
日
の
時
点
で
、
92
施
設

（
民
間
施
設
：
32
施
設
、
公
共
施

設
：
60
施
設
）
を
指
定
し
た
。
今

後
も
、
郊
外
部
の
駅
周
辺
や
幹
線

道
路
沿
い
の
民
間
企
業
等
、
よ
り

図４　災害時徒歩帰宅者支援　　　
　　　ステーションのステッカー

図３　災害時帰宅支援　　　　　
　　　ステーションのステッカー
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多
く
の
施
設
を
指
定
で
き
る
よ
う

に
働
き
か
け
て
い
く
。

イ 　

帰
宅
困
難
者
等
の
搬
送
体
制

の
検
討

　

帰
宅
困
難
者
は
、
翌
朝
に
な
れ

ば
、
交
通
機
関
が
動
か
な
く
て
も

帰
宅
し
よ
う
と
す
る
と
考
え
、
一

時
滞
在
施
設
の
開
設
は
、
原
則
と

し
て
翌
朝
ま
で
を
想
定
し
て
い
る
。

逆
に
翌
朝
に
な
っ
て
も
施
設
か
ら

動
け
な
い
人
は
、
あ
る
意
味
、
要

援
護
者
で
あ
る
と
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
施
設
の
正
常
な
営
業
再
開

の
た
め
に
も
、
別
の
施
設
に
移
っ

て
も
ら
う
こ
と
な
ど
、
長
期
帰
宅

困
難
者
へ
の
対
策
も
検
討
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

❺「
九
都
県
市
と
の
連
携
」

　

横
浜
市
内
で
約
44
万
人
が
帰
宅

困
難
者
と
な
る
の
に
対
し
、
東
京

都
内
で
帰
宅
困
難
者
と
な
る
横
浜

市
民
は
約
47
万
人
と
想
定
さ
れ
て

い
る
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、
自
宅

が
近
く
に
あ
る
人
は
徒
歩
で
帰
宅

す
る
。
そ
の
た
め
、
横
浜
市
民
で

あ
れ
ば
、
東
京
都
で
帰
宅
困
難
者

と
な
り
、
川
崎
市
を
経
由
し
て
自

宅
ま
で
帰
宅
し
よ
う
と
す
る
人
が

多
い
と
想
定
で
き
る
。
つ
ま
り
、

帰
宅
困
難
者
対
策
は
東
京
を
中
心

に
し
た
首
都
圏
全
体
の
問
題
で
あ

る
。
本
市
も
、
こ
れ
ま
で
、
防
災

計
画
で
「
帰
宅
困
難
者
の
一
時
宿

泊
場
所
」
と
し
て
い
た
も
の
を
、

首
都
圏
の
自
治
体
で
統
一
し
て「
帰

宅
困
難
者
等
の
一
時
滞
在
施
設
」

と
呼
称
変
更
し
た
よ
う
に
、
九
都

県
市
レ
ベ
ル
で
の
統
一
し
た
対
応

が
必
要
で
あ
る
。

６ 

　 

ま
と
め

　

こ
れ
ま
で
の
横
浜
市
の
帰
宅
困

難
者
対
策
は
、
横
浜
駅
混
乱
防
止

対
策
会
議
で
対
策
が
検
討
さ
れ
た

り
、
帰
宅
支
援
検
討
部
会
が
実
施

さ
れ
た
り
し
て
き
た
も
の
の
、
全

体
と
し
て
は
そ
の
役
割
分
担
も
必

ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
今

回
の
地
震
で
は
、
当
日
中
に
運
行

を
再
開
し
た
鉄
道
機
関
も
あ
る
な

ど
、
市
内
で
の
被
害
は
そ
れ
ほ
ど

大
き
く
な
く
、
あ
る
意
味
で
、
帰

宅
困
難
者
の
対
策
に
集
中
で
き
た

と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近

い
将
来
の
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い

る
首
都
直
下
地
震
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
も
っ
と
大
き
な
混
乱
を

き
た
す
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

建
物
が
倒
壊
し
、
延
焼
火
災
が
発

生
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
は
、

人
命
救
助
を
第
一
優
先
と
し
て
対

応
し
、
帰
宅
困
難
者
対
策
に
人
手

を
割
く
余
裕
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
帰
宅
困
難
者
が
発
生
す

る
大
規
模
な
集
客
施
設
や
主
要
駅

等
で
、一
時
的
な
留
め
置
き
と
い
っ

た
適
切
な
対
応
が
出
来
れ
ば
、
少

な
く
と
も
膨
大
な
数
の
滞
留
者
・

徒
歩
帰
宅
者
に
よ
る
混
乱
が
発
生

す
る
危
険
性
は
少
な
く
な
る
た
め
、

ま
ず
は
自
助
・
共
助
で
の
対
応
を

主
眼
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

今
後
の
帰
宅
困
難
者
対
策
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
の
み
な

ら
ず
、
鉄
道
や
集
客
施
設
な
ど
の

事
業
者
、
市
民
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
見
識
に
加
え
、

今
回
の
大
震
災
で
の
経
験
を
基
に
、

あ
ら
か
じ
め
帰
宅
困
難
者
に
よ
る

混
乱
・
被
害
に
対
応
す
る
イ
メ
ー

ジ
を
練
っ
た
上
で
、
各
対
策
主
体

が
バ
ラ
バ
ラ
な
対
応
を
す
る
の
で

は
な
く
、
社
会
全
体
が
公
共
交
通

機
関
停
止
時
の
混
乱
防
止
等
に
関

す
る
「
統
一
さ
れ
た
ル
ー
ル
」
に

沿
っ
た
対
策
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。


